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月

■つつじ観賞ウオーキング（大円寺・平成26年６月１日)

●大鰐町ホームページアドレス　http://www.town.owani.lg.jp

■万国ホラ吹き大会（鰐come・平成26年６月７日）

「ホラも満開でした」
今年はつつじが

見事に咲き揃い

鰐comeでも

ホラ話が

きれいに咲きました

話はおもしろく
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■　町の話題　■

関係者によるテープカットで開会を祝った

　
大
鰐
温
泉
観
光
協
会
主
催（
会
長

山
口
多
喜
二
）の
第
37
回
大
鰐
温
泉

つ
つ
じ
ま
つ
り
が
５
月
24
日
、茶
臼

山
公
園
で
開
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
が
午
前
10
時
30
分
よ
り

山
頂
広
場
で
行
な
わ
れ
、山
口
会
長

が「
こ
こ
数
年
花
の
状
況
が
良
く
な

か
っ
た
が
、こ
ん
な
に
見
事
に
開
会

式
に
咲
き
そ
ろ
っ
た
の
は
珍
し
い
。

期
間
中
何
度
で
も
訪
れ
て
欲
し
い
」

と
、
あ
い
さ
つ
。

　
山
田
町
長
が
「
イ
ベ
ン
ト
開
催
、

公
園
管
理
に
あ
た
り
多
く
の
関
係

者
の
ご
協
力
と
尽
力
に
感
謝
す
る
。

大
館
市
な
ど
圏
域
観
光
推
進
の
活

性
化
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
ま

す
」
と
祝
辞
。

　
こ
の
あ
と
、関
係
者
に
よ
る
開
会

を
告
げ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、大
鰐
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
行

な
わ
れ
、６
月
１
日
ま
で
の
幕
を
開

け
ま
し
た
。

　
観
光
協
会
の
発
表
で
は
、ま
つ
り

期
間
中
の
来
園
者
は
約
２
７
、０
０

０
人
と
、昨
年
を
上
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

つ
つ
じ
観
賞
ウ
オ
ー

キ
ン
グ

　
湯
の
街
ヘ
ル
ス
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

実
行
委
員
会
（
会
長
山
口
多
喜
二
）

主
催
に
よ
る「
つ
つ
じ
観
賞
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
」
が
６
月
１
日
、
町
内
外
か

ら
約
１
０
０
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
地
点
と
な
っ
た
大
円

寺
で
の
開
会
式
で
、山
口
会
長
が「
今

回
の
コ
ー
ス
は
高
低
差
約
２
０
０

メ
ー
ト
ル
、爽
や
か
な
風
を
感
じ
て

自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
く
だ
さ

い
」
と
挨
拶
。

　
参
加
者
は
、準
備
体
操
で
し
っ
か

り
と
身
体
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
等
の
ス
タ
ッ

フ
に
先
導
さ
れ
、大
円
寺
を
鐘
の
音

と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
。
つ
つ
じ
が

満
開
と
な
っ
た
茶
臼
山
公
園
内
な

ど
を
通
っ
て
、あ
じ
ゃ
ら
公
園
の
ス

キ
ー
神
社
を
折
り
返
す
、約
６
キ
ロ

の
コ
ー
ス
に
心
地
良
い
汗
を
か
い

て
い
ま
し
た
。

第
37
回
大
鰐
温
泉
つ
つ
じ
ま
つ
り

話題 ①

Ｔｏｐｉｃｓ

厚
生
労
働
大
臣
よ
り

表
彰

　
当
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

安
藤
幸
氏（
大
鰐
）、畑
山
好
子
氏（
八

幡
館
）
が
、
多
年
に
亘
る
功
績
に
よ

り
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受

彰
し
ま
し
た
。

　
町
役
場
町
長
室
に
お
い
て
表
彰

状
並
び
に
記
念
品
が
５
月
13
日
、山

田
町
長
よ
り
両
氏
に
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。
　

　
安
藤
氏
は
「
27
年
間
、
皆
様
の
協

力
に
支
え
ら
れ
て
の
こ
と
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
」、畑
山
氏
は「
職
を

通
じ
て
色
々
な
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
近
年
は
高
齢
者

の
一
人
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
の
で･･･

」と
、語
っ
て
い
ま
し
た
。
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●―――広報　おおわに・平成26年７月号―――●

増
田
手
古
奈
記
念
大
鰐

温
泉
俳
句
大
会

　
平
成
26
年
度（
第
21
回
）増
田
手
古
奈
記
念

大
鰐
温
泉
俳
句
大
会
が
５
月
24
日
、
町
中
央

公
民
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
吟
行
の
部
に
は
約
60
名
が
参
加
、
つ
つ
じ

ま
つ
り
初
日
で
賑
わ
う
茶
臼
山
公
園
を
散

策
す
る
な
ど
し
て
創
作
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
募
集
句
の
入
選
句
も
発
表
と
な

り
、
各
表
彰
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
手
古
奈
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
学
生

に
つ
い
て
は
投
句
時
の
学
年
で
す
）

●
募
集
句
　
小
・
中
学
校
の
部

ゆ
き
っ
て
ね
ま
ち
じ
ゅ
う
い
っ
ぱ
い
ひ
ろ
が
る
よ
　
大
鰐
小
一
年

神
悠
太
郎

春
風
と
一
年
生
の
わ
ら
い
声

長
峰
小
二
年
　
　
成
田
り
ん

た
ん
ぽ
ぽ
に
息
を
ふ
き
か
け
空
の
旅

大
鰐
小
四
年
　
　
太
田
悠
飛

寒
椿
白
の
世
界
を
華
や
か
に

大
鰐
中
一
年
　
　
吹
田
か
の
ん

空
見
上
げ
雪
と
の
境
目
見
え
な
く
て

大
鰐
中
二
年
　
　
樋
口
杏
南

●
募
集
句
　
高
校
・
一
般
の
部

雪
だ
る
ま
君
と
私
の
違
う
顔

柴
田
高
二
年
　
　
千
葉
静
香

つ
る
り
ん
と
滑
っ
て
笑
う
雪
の
道
　

柴
田
高
二
年
　
　
齋
藤
香
織

遙
々
と
俳
句
の
街
に
初
燕

弘
前
市
　
　
　
　
小
田
桐
素
人

啓
蟄
や
土
の
音
色
の
オ
カ
リ
ー
ナ
　

十
和
田
市
　
　
　
稲
場
暁
子

タ
ぐ
れ
の
風
の
甘
さ
よ
花
林
檎

青
森
市
　
　
　
　
布
施
協
一

●
吟
行
句
の
部

虚
子
手
古
奈
一
門
の
句
碑
山
つ
つ
じ
　

青
森
市
　
　
　
　
竹
内
秋
扇

植
田
み
な
水
明
り
し
て
風
匂
ふ

弘
前
市
　
　
　
　
藤
田
豊
子

蕗
若
葉
明
り
ほ
つ
ほ
つ
あ
る
も
よ
し
　

青
森
市
　
　
　
　
長
島
喜
美

風
わ
た
る
白
き
躑
躅
の
華
や
ぎ
に
　

弘
前
市
　
　
　
　
工
藤
京
子

打
ち
晴
れ
て
躑
躅
日
和
の
大
句
会
　

大
鰐
町
　
　
　
　
桜
田
初
代

第
４
回
大
鰐
温
泉

つ
つ
じ
ま
つ
り
Ｇ

Ｇ
交
歓
大
会
成
績

　
大
鰐
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
（
会
長
工
藤
榮
一
）
主
催
に
よ
る

「
第
４
回
大
鰐
温
泉
つ
つ
じ
ま
つ
り

Ｇ
Ｇ
交
歓
大
会
」
が
５
月
30
日
、
あ

じ
ゃ
ら
常
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
で
２
８
５
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
上
位
成
績
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

（
各
組
男
女
各
々
１
位
に
よ
る
プ
レ
ー

オ
フ
で
決
定
）

男
子
の
部
　

中
村
元
威
（
黒
石
）

女
子
の
部 

黒
石
美
智
（
平
川
）

■
赤
組
（
男
子
）

①
船
水
清
治
　
（
大
鰐
）
　
　
　
57

②
高
橋
武
信
　
（
大
鰐
）
　
　
　
62

③
平
川
良
一
　
（
藤
崎
）
　
　
　
62

④
佐
々
木
誠
司
（
青
森
）
　
　
　
65

⑤
對
馬
兼
作
　
（
平
川
）
　
　
　
66

⑥
山
本
　
実
　
（
五
所
川
原
）
　
66

■
赤
組
（
女
子
）

①
蒔
田
洋
子
　
（
五
所
川
原
）
　
65

②
斉
藤
ま
り
子
（
大
鰐
）
　
　
　
66

③
越
前
信
子
　
（
大
鰐
）
　
　
　
66

④
斉
藤
千
賀
子
（
平
川
）
　
　
　
66

⑤
宇
野
て
ち
ゑ
（
黒
石
）
　
　
　
68

⑥
鳴
海
サ
ツ
エ
（
平
川
）
　
　
　
68

■
緑
組
（
男
子
）

①
納
谷
敏
夫
　
（
青
森
）
　
　
　
59

②
工
藤
光
春
　
（
平
川
）
　
　
　
62

③
黒
滝
良
一
　
（
つ
が
る
）
　
　
63

④
相
馬
弘
美
　
（
弘
前
）
　
　
　
64

⑤
川
村
和
雄
　
（
弘
前
）
　
　
　
65

⑥
工
藤
正
三
郎
（
黒
石
）
　
　
　
66

■
緑
組
（
女
子
）

①
竹
内
文
江
　
（
平
川
）
　
　
　
58

②
成
田
玲
子
　
（
五
所
川
原
）
　
59

③
平
山
か
つ
子
（
青
森
）
　
　
　
64

④
下
山
千
賀
子
（
鶴
田
）
　
　
　
64

⑤
工
藤
京
子
　
（
大
鰐
）
　
　
　
64

⑥
相
馬
久
子
　
（
弘
前
）
　
　
　
68

■
黄
組
（
男
子
）

①
松
山
富
六
　
（
大
鰐
）
　
　
　
60

②
丹
代
昭
英
　
（
平
川
）
　
　
　
63

③
葛
原
信
一
　
（
平
川
）
　
　
　
63

④
和
田
高
志
　
（
青
森
）
　
　
　
64

⑤
福
士
義
勝
　
（
浪
岡
）
　
　
　
64

⑥
斉
藤
光
夫
　
（
田
舎
館
）
　
　
65

■
黄
組
（
女
子
）

①
工
藤
　
富
　
（
大
鰐
）
　
　
　
63

②
竹
村
節
子
　
（
平
川
）
　
　
　
66

③
小
田
切
恵
美
（
平
川
）
　
　
　
67

④
渋
谷
和
子
　
（
弘
前
）
　
　
　
67

⑤
山
川
純
慧
　
（
五
所
川
原
）
　
67

⑥
水
木
ハ
コ
　
（
平
川
）
　
　
　
67

■
青
組
（
男
子
）
　

①
中
村
元
威
　
（
黒
石
）
　
　
　
61

②
高
木
一
憲
　
（
黒
石
）
　
　
　
65

③
石
郷
昭
博
　
（
大
鰐
）
　
　
　
65

④
小
林
孝
弘
　
（
青
森
）
　
　
　
65

⑤
花
田
猛
二
　
（
弘
前
つ
が
る
）
66

⑥
猪
股
良
孝
　
（
黒
石
）
　
　
　
67

■
青
組
（
女
子
）

①
黒
石
美
智
　
（
平
川
）
　
　
　
64

②
鈴
木
文
子
　
（
青
森
）
　
　
　
66

③
高
木
ト
キ
　
（
黒
石
）
　
　
　
69

④
坂
田
ふ
み
え
（
大
鰐
）
　
　
　
69

⑤
那
須
野
ひ
ろ
み（
弘
前
つ
が
る
）　

⑥
原
田
則
子
　
（
五
所
川
原
）
　
70

町の
Ｔｏｗｎ

70



・●　4　●・

■　住民生活課だより・町の話題　■

町の話題

万
国
ホ
ラ
吹
き
大

会
三
津
谷
あ
ゆ
み

さ
ん
が
仙
人
に

　
万
国
ホ
ラ
吹
き
大
会
実
行
委
員

会
主
催（
会
長
清
水
崇
則
）の『
第
19

回
万
国
ホ
ラ
吹
き
大
会
』が
６
月
７

日
、約
３
０
０
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
絶
好
の
登
山
日
よ
り
と

な
り
、町
内
の
小
学
生
ら
も
参
加
し

て
、バ
ス
で
早
瀬
野
ダ
ム
を
経
由
し

て
県
境
の
『
石
の
塔
』
を
目
指
し
ま

し
た
。

　
一
行
は
、山
道
入
り
口
の
大
鳥
居

前
で
バ
ス
を
下
車
、徒
歩
で
天
然
杉

や
広
葉
樹
の
中
を
通
っ
て
約
50
分

程
で
山
頂
の『
石
の
塔
』に
到
着
、大

館
市
側
か
ら
の
登
山
者
と
合
流
し

て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
下
山
後
、鰐come

で
行
な
わ
れ
た

『
ホ
ラ
吹
き
大
会
』に
は
、県
内
外
か

ら
10
名
が
出
場
、自
慢
の
ホ
ラ
に
会

場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　
審
査
の
結
果
、初
出
場
の
三
津
谷

あ
ゆ
み
さ
ん
（
青
森
市
）
が
ニ
ュ
ー

ス
キ
ャ
ス
タ
ー
と
い
う
設
定
で
大

鰐
町
の
ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
し
、「
大

鰐
温
泉
も
や
し
が
、ミ
シ
ュ
ラ
ン
の

グ
ル
メ
ガ
イ
ド
の
七
つ
星
を
獲
得

し
た
。
映
画
〝
奇
跡
の
も
や
し
〟
が

公
開
予
定
で
、〝ワ
ニ
カ
ム
音
頭〟
が

大
ヒ
ッ
ト
し
、原
宿
に
は
大
鰐
族
が

出
現
し
た
」
と
会
場
を
沸
か
せ
、
み

ご
と
仙
人
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し

た
。

【
ホ
ラ
吹
き
大
会
結
果
】

仙
人

三
津
谷
あ
ゆ
み
（
青
森
市
）

達
人

鈴
木
昭
雄

（
田
舎
館
村
）

古
家
邦
夫

（
能
代
市
）

②

今年の仙人は三津谷あゆみさん

佐
々
木
俊

（
大
鰐
町
）

名
人

藤
嶋
絹
蔵

（
北
秋
田
市
）

清
水
稼
志
男
（
藤
崎
町
）

畑
山
　
猛

（
能
代
市
）

師
範

岩
澤
義
光

（
大
館
市
）

熊
沢
の
ぶ
子
（
黒
石
市
）

津
谷
忠
正

（
北
秋
田
市
）

大鳥居前から徒歩で石の塔を目指す

Ｔｏｗｎ Ｔｏｐｉｃｓ

蔵
小
が「
全
校
田

植
え
」を
行
な
う

　
蔵
館
小
学
校
（
校
長
乘
田
俊
子
）

生
徒
に
よ
る
「
全
校
田
植
え
」
が
５

月
22
日
、蔵
館
地
区
内
の
学
校
田（
約

４
ａ
）
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
亘
っ
て
同
校
の
田
植
え

の
指
導
を
し
て
い
る「
田
ん
ぼ
の
先

生
」菊
池
穂
津
美
さ
ん（
蔵
館
）か
ら

「
苗
４
、５
本
程
の
根
元
を
持
っ
て
、

真
っ
直
ぐ
に
植
え
る
よ
う
に
」と
の

指
導
を
受
け
、低
学
年
と
高
学
年
が

ペ
ア
を
組
み
、膝
ま
で
泥
に
浸
か
り

な
が
ら
、餅
米「
あ
ね
こ
も
ち
」の
苗

を
植
え
付
け
て
い
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
５
年
生
が
総
合
学
習

と
し
て
今
後
の
観
察
な
ど
を
続
け
、

秋
に
は
収
穫
の
体
験
も
行
な
う
予

定
と
の
こ
と
で
す
。

大館市の「田代太鼓」が会場を魅了 早瀬野久須志神社をお参り



・●　5　●・

●―――広報　おおわに・平成26年７月号―――●

平成25年度町のごみ処理費用・ごみ収集量のお知らせ
　町民の皆様には、平素よりごみ分別収集にご理解、ご協力をいただきありがとうございます。

　平成25年度の町のごみ処理に係る費用・収集量についてお知らせします。

【ごみ処理費用】

負担金

収集委託料

その他

弘前地区環境整備事務組合

負担金（ごみ処理分）
79,147,000

ごみ収集運搬業務委託料 23,406,907

分別ごみ等収集運搬業務委託料 3,211,488

台風18号災害廃棄物委託料 596,190

計 27,214,585

分別収集指導員謝礼 1,608,000

指定ごみ袋製造等委託料 2,566,065

指定ごみ袋販売手数料 1,573,160

集団回収（廃品回収）報奨金 289,020

計 6,036,245

支出合計 112,397,830

古紙（新聞・雑誌等）売却代金 958,794

一般廃棄物処理手数料
13,578,550

（指定ごみ袋売上）

収入合計 14,537,344

　差引 97,860,486

支
出

収
入

●１人あたり･････約　9,009円/年（前年度比＋319円）

●１世帯あたり･･･約22,875円/年（前年度比＋457円）

●１人あたり･････約　772g/日（前年比＋22g）

●１世帯あたり･･･約1,961g/日（前年比＋25g）

■年間１人あたりのごみ袋の

使用枚数及び負担額

■年間１世帯あたりのごみ袋の使用枚数及び

負担額

サイズ 45L 30L 20L 計

使用枚数 約44枚 約29枚 約17枚 約90枚

前年度比
±0組 ±0組 ±0組 ±0組

（±0枚） （△1枚） （△1枚） （△2枚）

購入組数 5組 3組 2組 10組

購入金額 2,250円 900円 400円 3,550円

サイズ 45L 30L 20L 計

使用枚数 約17枚 約11枚 約7枚 約35枚

前年度比
±0組 ±0組 ±0組 ±0組

（±0枚）（△1枚） （±0枚） （△1枚）

購入組数 2組 2組 1組 5組

購入金額 900円 600円 200円 1,700円

●住民生活課だより

■詳しくは　町役場住民生活課48－2111

内線326（藤田）

《円》

可燃ごみ 2,414

不燃ごみ 108

大型ごみ 153

　計 2,675

びん 87

缶 41

ペットボトル 18

ダンボール 48

紙パック 2

その他の紙 14

新聞 111

雑誌類 66

　計 387

合計 3,062

【ごみ収集量】

一
般
ご
み

資
源
ご
み

《ｔ》

可燃ごみ 2,418 2,414 2,401 13 △4 △0.17

不燃ごみ 113 108 106 2 △5 △4.42

大型ごみ 127 153 142 11 26 20.47

計 2,658 2,675 2,649 26 17 0.64

びん 86 87 87 0 1 1.16

缶 43 41 41 0 △2 △4.65

ペットボトル 20 18 18 0 △2 △10.00

ダンボール 45 48 48 0 3 6.67

紙パック 2 2 2 0 0 0.00

その他の紙 15 14 14 0 △1 △6.67

新聞 118 111 111 0 △7 △5.93

雑誌類 62 66 66 0 4 6.45

計 391 387 387 0 △4 △1.02

合計 3,049 3,062 3,036 26 13 0.43

■ごみ有料化実施による減量効果

　平成21年４月から実施された家庭ごみの有料化による減

量効果をお知らせします。平成25年度は、平成24年度に比べ

て13ｔ増となりました。これは、９月に発生した台風18号に

よる廃棄物の量である26ｔが加算されたためで、それを除く

と13ｔ減となります。引き続き「ごみの分別・減量化」にご協

力ください。

一
般
ご
み

資
源
ご
み

ごみ収集量

《ｔ》

増減率
（％）

差Ｈ24

Ｈ25

合計 通常分 災害分
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■　警察署・消防だより　■

消防署　南分署

48－2108

平成26年度全国統一防火標語　

正
し
く
使
っ
て

楽
し
い
花
火

　
花
火
は
夏
の
風
物
詩
。
家
の
庭
な
ど
で
、
子
ど
も
た

ち
が
花
火
を
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
気
軽
に
楽
し
め
る｢

お
も
ち
ゃ
花
火｣

で
も
、
正
し
く

取
り
扱
わ
な
い
と
火
災
に
な
っ
た
り
、
や
け
ど
を
負
う

な
ど
の
事
故
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
次

の
こ
と
に
注
意
し
、
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

○
風
の
強
い
乾
燥
し
た
日
は
花
火
を
し
な
い
。

○
注
意
書
き
を
必
ず
読
む
。

○
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、束
ね
て
点
火
し
た
り
し
な
い
。

○
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い
安
全
な
場
所
を
選
ぶ
。

○
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な
い
。

○
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
す
る
。

　
※
お
も
ち
ゃ
花
火
の
遊
び
方
に
つ
い
て
は
、
日
本
煙

火
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
h
a
n
a
b
i
-

j
p
a
.
j
p

）
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
　
消
防
本
部
予
防
課

32
―
５
１
０

４
か
、
最
寄
り
の
消
防
署
、
分
署
へ
。

や
け
ど
や
水
難
事
故
に

注
意

　
暑
さ
も
日
々
に
増
し
、こ
れ
か
ら
バ
ー
べ
キ
ュ
ー

や
花
火
を
し
た
り
、
海
や
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。

　
海
や
プ
ー
ル
で
の
日
焼
け
も
「
や
け
ど
」
の

ひ
と
つ
の
種
類
で
あ
り
、
町
民
の
方
も
経
験
が

あ
る
人
は
多
く
い
る
で
し
ょ
う
。

　
「
や
け
ど
」
は
そ
の
程
度
に
よ
っ
て
処
置
の

仕
方
が
異
な
り
ま
す
。
「
や
け
ど
」
の
程
度
は

大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
の
で
症
状
や
処

置
を
紹
介
し
ま
す
。

軽
度
（
Ⅰ
度
の
や
け
ど
）

○
症
状

　
表
皮
だ
け
の
や
け
ど
。
皮
膚
が
赤
く
な
り
ヒ

リ
ヒ
リ
す
る
。

※
処
置

　
流
水
で
15
分
く
ら
い
冷
や
す
。
冷
や
し
方
が

足
り
な
い
と
軽
度
の
や
け
ど
で
も
水
ぶ
く
れ
が

で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
。

中
等
度
（
Ⅱ
度
の
や
け
ど
）

○
症
状

　
や
け
ど
が
表
皮
の
下
の
真
皮
に
及
ん
で
い
る
。

皮
膚
が
赤
く
な
り
、
痛
み
、
水
ぶ
く
れ
が
起
き

る
。

※
処
置

　
流
水
で
15
分
く
ら
い
冷
や
し
、
水
ぶ
く
れ
は

破
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
中
等
度
の
中
で
も
、

も
し
、
水
ぶ
く
れ
が
破
れ
た
場
合
は
そ
の
膜
を

は
が
さ
ず
水
を
浸
し
た
き
れ
い
な
ガ
ー
ゼ
等
で

軽
く
覆
い
、
上
か
ら
水
を
か
け
乾
燥
に
気
を
つ

け
る
。
や
け
ど
が
深
い
場
合
や
範
囲
が
広
い
場

合
は
、
入
院
可
能
な
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

重
度
（
Ⅲ
度
の
や
け
ど
）

○
症
状

　
顔
が
蒼
白
に
な
る
。
皮
膚
の
神
経
ま
で
損
傷

を
受
け
て
い
る
た
め
、
痛
み
は
ほ
と
ん
ど
感
じ

な
い
。
患
部
は
白
色
や
黒
色
、
褐
色
に
な
る
。

※
処
置

　
き
れ
い
な
冷
た
い
水
で
冷
や
し
、
水
を
浸
し

た
き
れ
い
な
ガ
ー
ゼ
等
で
軽
く
覆
い
、
上
か
ら

水
を
か
け
乾
燥
、
感
染
に
気
を
つ
け
る
と
同
時

に
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

水
難
事
故
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う

　
も
し
海
や
プ
ー
ル
で
溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ

け
た
ら
大
声
で
周
囲
の
人
に
知
ら
せ
、
１
１
９

番
通
報
な
ど
応
援
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

　
一
人
で
水
の
中
に
飛
び
込
む
と
、
溺
れ
て
い

る
人
に
し
が
み
つ
か
れ
、
自
分
の
命
ま
で
も
失

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
で
あ
っ
て

も
泳
い
で
救
助
に
行
く
こ
と
は
最
終
手
段
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
救
助
す
る
と
き
は
、ロ
ー
プ
や
棒
、浮
き
輪
な

ど
を
使
っ
て
陸
上
か
ら
助
け
る
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

もういいかい

火を消すまでは　まあだだよ

もういいかい

火を消すまでは　まあだだよ
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●―――広報　おおわに・平成26年７月号―――●

『
振
り
込
め
詐
欺
』
等
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
! 

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
黒
石
警
察
署
大
鰐
分
庁
舎
ま
で

黒石警察署
大鰐分庁舎
だより

48－2241

■黒石警察署大鰐分庁舎管内交通事故発生状況（平成26年５月末累計）

11

　０

　17

　51

　６

　０

10

　－26

　　

15

 　０

　21

　71

発生件数

死者

傷者

人
身
事
故

大鰐町大鰐分庁舎管内

物件事故

26年前年比26年 前年比

４

　０

８

－19

■平成27年４月採用（大卒以外）

及び少年補導職員を募集します！

　青森県警察本部では、警察官Ｂ

（大卒以外）採用試験及び少年補導

職員選考採用試験を行います。

　採用予定人員、受験資格等は次の

とおりです。

●受付期間　警察官Ｂ及び少年補

導員　７月2 8 日（月）～９月５日

（金）

警察事務　８月11日（月）～９月５

日（金）

●第一次試験　警察官Ｂ、少年補導

職員及び警察事務　９月28日（日）

●試験場所　青森市、八戸市、弘前市

●警察官Ｂ　男・女

●採用予定人員　未定

●受験資格　警察官：昭和57年４月

２日から平成９年４月１日までに

生まれた者。

　ただし、大学卒業及び平成27年３

月に大学卒業見込みの者は除く。

少年補導職員：昭和60年４月２日か

ら平成７年４月１日までに生まれ

た者

●受験手続及び案内、その他の問合

せ 先 　 黒 石 警 察 署 大 鰐 分 庁 舎

0172－48－2241

■夏休み中における少年の非行

や犯罪被害を防止しよう

　まもなく子どもたちが楽しみに

している夏休みが始まります。

　子どもたちは夏休みという開放

感や気の緩みから、生活のリズムも

乱れがちになり、宵宮や祭りなどで

夜間に出かける機会も増え、深夜は

いかい、無断外泊や飲酒・喫煙等の

不良行為に走ったり、万引き等を犯

したりするおそれがある上、自転車

を盗まれたりするなど、様々な犯罪

の被害者となる危険性もあります。

　子どもたちを非行や犯罪から守

るためには、保護者、学校、地域等が

協力して安全に暮らせる環境を作

ることが大切です。

　また、子どもたち自身も自らを守

るための強い気持ちを養うことが

重要です。

　日頃から子どもたちの行動に関

心を持ち、親子の対話を大切にする

ことはもちろん、地域みんなで子ど

も一人ひとりに目を配り見逃さな

いように、また、犯罪の被害に遭わ

ないように、愛の一声をかけてあげ

ましょう。

　フィルタリング（有害サイトアク

セス制限サービス）で有害情報を

シャットアウト！

　スマートフォンはアプリ制限も

利用しよう！

■夏の交通安全県民運動のお知

らせ

１.目的

　県民一人ひとりに交通安全思想

の普及・浸透を図り、交通ルールの

遵守と交通マナーの実践を習慣付

けることにより、交通事故防止の徹

底を図ることを目的とします。

２.期間

　平成26年７月21日（月）から７月

31日（木）までの11日間

３.運動の重点

（１）子どもと高齢者の交通事故防

止

（２）自転車の安全利用の推進（特

に、自転車安全利用五則の周知徹

底）

（３）飲酒・暴走運転の根絶

４.重点の内容

　７月、８月の夏休み期間中は、子

どもが被害に遭う交通事故、レ

ジャーや夏祭りに伴う飲酒・暴走運

転等による交通事故の発生が懸念

されます。

　ドライバーの皆さんはもちろん、

自転車利用者や歩行者の皆さんも

交通ルールを守り、交通事故を起こ

さないよう、また、遭わないように

注意しましょう。

（１）子どもと高齢者の交通事故防

止

　ドライバーの皆さんは、道路を歩

いている子どもや高齢者を見かけ

た場合は、その動きに注意し、減速・

徐行するなど、思いやりのある運転

をしましょう。

　また、自分の周りから、交通事故

の被害者は絶対に出さないという

意識を強く持ち、家庭内の話し合い

や、外出前に声を掛け合うなどし

て、交通安全の意識を高めましょ

う。

（２）自転車の安全利用の推進

　「自転車安全利用五則」を守り、自

転車マナーを向上させ、交通事故防

止に努めましょう。

　また、自転車には反射材を取り付

け、走行中はライトを早めに点灯す

るなどして、自らの存在をアピール

しましょう。

（３）飲酒運転の根絶

　飲酒運転は、重大な交通事故を引

き起こす可能性が極めて高い犯罪

です。

　町民の皆様一人ひとりが「飲酒運

転は絶対しない、させない」ことを

徹底し、飲酒運転の根絶を図りま

しょう。

■夏の水難事故を防止しよう

　楽しいはずの夏場のレジャーも、

毎年、海や川などの事故で尊い命が

失われています。

　昨年の７・８月には、４件４人の

水難事故が発生し、１人の方が亡く

なっております。

　遊泳中の事故を防止するための

注意

・遊泳禁止の立て看板がある場所、

潮の流れが速い場所では、絶対に泳

がない。

・保護者の方は、水遊びをしている

子供から目を離さない。

・風の強い日や波の高い日は泳がない。

・泳ぐ前には必ず準備運動をする。

・飲酒後の遊泳は絶対にしない。
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後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

■　津軽広域連合・保健福祉課・住民生活課だより　■

■「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」について

　「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、平成26年７月31日が有効期限ですが、平成25

年中の所得状況等により、平成26年度も引き続き認定される方には、新しい認定証（有効期限は平成27年

７月31日まで）が郵送されますので、更新手続きの必要はありません。

　平成26年度住民税非課税世帯の方で、新たに認定証の交付を希望する方は、後期高齢者医療被保険者証

と印鑑を持参の上、担当窓口にて手続きしてください。

■平成26年度の保険料が決まりました

　保険料額決定通知書を発送いたしますので、ご確認ください。

●保険料の決まり方 （年額）

[被保険者全員が納める額]　 [所得に応じて納める額]

　　　均等割額　 　 　 ＋　 　 所得割額   　 　＝　青森県の保険料(※１)
※２

　　（40,514円）　　（基礎控除後の所得×所得割率(7.41％)

　　※１ 平成26年度の限度額は57万円です。（25年度55万円）

　　※２ 基礎控除後の所得とは、総所得金額等から33万円を差し引いた額となります。

●保険料の軽減措置について

　所得が一定額以下の場合は、保険料が軽減されます。詳しくは保険料額決定通知書をご覧ください。

●保険料の減免等について

　天災その他特別な事情で、医療機関等の窓口負担や、保険料を支払うことが著しく困難になった場合は、

申請により減免等を受けられることがありますので、お早めにご相談ください。

■詳しくは　町役場保健福祉課国保係48-2111内線317・318、または青森県後期高齢者医療広域連合

017-721-3821までお問い合わせください。

●保健福祉課だより

■詳しくは
町役場住民生活課
国民年金係48―2111
内線327（北山）

ご
存
知
で
す
か
公
的
年
金
制
度

●
住
民
生
活
課
だ
よ
り

■
年
金
ネ
ッ
ト

　
日
本
年
金
機
構
が
提
供
す
る「
ね

ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
年
金
に
関

す
る
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

　
ご
利
用
に
は
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ
の
取

得
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

nenkin.go.jp/n_net/

　
ま
た
は

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
　
検
索

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
ご
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス

・
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た
年
金

額
の
試
算

・
年
金
加
入
記
録
の
確
認

・
電
子
版「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」の
確

認・
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
各
紙
届
書
の
作

成
・
印
刷

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
年
金
記
録

確
認

■
傷
害
年
金
の
改
定
額
が
１
年
を

待
た
ず
に
請
求
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す

【
こ
れ
ま
で
は
】

　
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
場
合
、そ

の
前
の
障
害
状
態
の
確
認
等
か
ら

１
年
の
待
機
期
間
を
経
た
後
で
な

け
れ
ば
年
金
額
の
改
定
請
求
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
】

　
省
令
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
程

度
が
増
進
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
場
合
に
は
、１
年
を
待
た
ず
に

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
手
続
き
方
法
は
】

　
お
住
ま
い
の
市（
区
）役
所
・
町
村

役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
請
求

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ

た
場
合
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す　
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ

て
１
カ
月
以
上
経
過
し
た
場
合
、世

帯
員（
住
民
票
上
の
世
帯
が
同
一
の

方
）は
所
在
不
明
で
あ
る
旨
の
届
出

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　（
注
）届
出
後
、生
存
の
事
実
確
認

を
行
い
、確
認
で
き
な
い
場
合
は
年

金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
。

【
手
続
き
方
法
は
】

　
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
届
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

↓
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■胃がんリスク検診とは・・・

　胃がんリスク検診は、胃がんにかかる危険度を調

べるもので、直接胃がんを発見するものではありま

せん。

　血液検査による血清ペプシノゲン検査とヘリコバ

クターピロリ菌抗体検査という二つの検査を組み合

わせ、胃がんになりやすい状態かについて調べるも

のです。

■血清ペプシノゲン検査とは・・・

　血液中のペプシノゲンの量を調べる検査で、胃の

萎縮によりペプシノゲン値は低下します。

　萎縮が進んだ胃は胃がんになりやすいと言われて

います。

■ヘリコバクターピロリ菌抗体検査とは・・・

　ピロリ菌は人間の胃の粘膜に好んですみつき、胃

潰瘍、十二指腸潰瘍や慢性萎縮性胃炎、さらに胃がん

を発症させる菌と考えられています。

１．対象　町内に住所を有する、20歳から64歳まで

の方。ただし、下記のいずれかに該当される方はご

遠慮ください。

　・胃潰瘍や十二指腸潰瘍の治療を受けていて除菌

予定の方

　・既にピロリ菌除菌治療をした方

　・胃の手術をしたことのある方

　・腎不全と言われたことのある方、

　または治療中の方

２．実施期間　平成26年７月１日～平成26年12月31

日

３．検査内容　問診、血液検査（ヘリコバクター・ピ

ロリ菌抗体検査、血清ペプシノゲン検査）

４．受診方法　事前に下記の医療機関に申込みが必

要です。

５.料　金　1,000円(生活保護世帯の方は無料）

６．実施医療機関

　・えば医院 48－5575

　・おおわに内科クリニック47－7111

　・小山内医院　 48－2415

　・ゆのかわら医院47－6611

　・町立大鰐病院　48－2211

■検査の結果、要精密検査となった場合は・・・

　胃の内視鏡検査等が必要となります。なお検査費

用は、自己負担（保検診療）となります。　　　　　

■詳しくは　町役場保健福祉課　健康推進係48－

2111内線304・308

７月より胃がんリスク検診を行います
●保健福祉課だより

「
ふ
る
さ
と
探
訪
バ
ス
ツ

ア
ー
」
参
加
者
大
募
集
！

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
魅
力
再
発
見
！

　
津
軽
広
域
連
合
で
は
、「
ふ
る
さ
と

探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
！
　
ど
し
ど
し
ご
応
募
く

だ
さ
い
！

開
催
日
時
　
平
成
26
年
９
月
20
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時（
雨
天
決
行
）

集
合
時
間
　
午
前
８
時
45
分
ま
で
集

合
、
受
付
　

集
合
・
解
散
場
所
　
Ｊ
Ｒ
弘
前
駅
城
東

口
バ
ス
プ
ー
ル

訪
問
コ
ー
ス
　
※
訪
問
地
に
よ
っ
て

は
、坂
道
を
散
策
す
る
所
も
あ
り
ま
す
。

【
Ａ
コ
ー
ス
】　
東
和
電
機
工
業（
藤
崎
）

↓
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
（
板
柳
町
）
↓

津
軽
藩
ね
ぷ
た
村
（
弘
前
市
／
昼
食
・

見
学
）↓
革
秀
寺（
弘
前
市
）↓
白
神
山

地
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
（
西
目
屋
村
）

【
Ｂ
コ
ー
ス
】　
茶
臼
山
公
園
・
俳
句
の

小
径（
大
鰐
町
）↓
高
砂
食
品（
平
川
市
）

↓
津
軽
伝
承
工
芸
館（
黒
石
市
／
昼
食
・

見
学
）↓
中
世
陶
芸
の
郷
津
軽
烏
城
焼

（
黒
石
市
）↓
刀
鍛
冶
作
業
場
・
第
１
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
（
田
舎
館
村
）

対
象
者
　
弘
前
市
、黒
石
市
、平
川
市
、

藤
崎
町
、板
柳
町
、大
鰐
町
、田
舎
館
村
、

西
目
屋
村
の
在
住
者

募
集
人
数
　
各
コ
ー
ス
40
名

　
※
県
外
か
ら
転
入
し
、圏
域
在
住
の

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
の

た
め
に
、各
コ
ー
ス
10
名
の
優
先
枠
を

設
定
。

参
加
費
　
１
名
に
つ
き
２
千
円（
昼
食

代
込
）

　
※
直
前
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、後
日
請

求
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

ア
、ハ
ガ
キ
か
電
子
メ
ー
ル
で
希
望
の

コ
ー
ス
、住
所
、
氏
名
、年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、申
込
先
に
送
付（
送
信
）。

イ
、
１
通
に
つ
き
２
名
（
１
組
）
ま
で
。

た
だ
し
、電
子
メ
ー
ル
で
の
申
込
み
は

１
通
ま
で
と
し
ま
す
。

　
※
２
名
の
申
込
み
は
、①
代
表
者
を

明
記
、②
住
所
・
電
話
番
号
が
別
々
の

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
を
明
記
。

ウ
、
被
災
者
は
そ
の
旨
を
明
記
。

応
募
締
切
　
平
成
26
年
８
月
29
日（
金
）

必
着

　
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
ま
す
が
、初
参
加
と
な
る
方
を
優
先
。

　
※
抽
選
結
果
は
、当
選
者
へ
通
知
の

発
送（
平
成
26
年
９
月
８
日（
月
）発
送

予
定
）
に
て
発
表
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ（
日
、祝
日

は
除
く
。
）
　
フ
ラ
ワ
ー
観
光
株
式
会

社「
ふ
る
さ
と
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
」
係

（

26
―
２
１
１
２
）
　
〒
０
３
６
―

８
０
５
３
　
弘
前
市
大
字
和
泉
二
丁

目
１
―
１
　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

h
i
r
o
s
a
k
i
@
f
l
o
w
e
r
-
t
r
a
v
e
l
.
c
o
m

　

詳
し
く
は
、津
軽
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
。

　
●
津
軽
広
域
連
合
だ
よ
り
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１
、
募
集
人
員

▽
初
級
行
政
職･

･
･

３
名
程
度

２
、
受
験
資
格

（
１
）次
に
該
当
す
る
者
で
、活
字
印

刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る
者

▽
資
格
　
昭
和
62
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
の
者
で
、学
校
教
育
法
に

よ
る
高
等
学
校（
以
下「
高
校
」と
い

う
。
）
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で
に
高
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者
並
び
に
町
長
が

こ
れ
ら
の
者
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
者（
大
学
を
卒
業
し
た

者
又
は
卒
業
見
込
み
の
者
を
除
く
。）

（
２
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
条
項
の
う
ち
以
下
に
該

当
す
る
者

ア
、成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

イ
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

ウ
、大
鰐
町
の
職
員
と
し
て
懲
戒
免

職
の
処
分
を
受
け
、そ
の
処
分
の
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

エ
、日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

お
い
て
、日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、又
は
こ
れ
に

加
入
し
た
者

３
、
試
験
日
等

（
１
）
第
１
次
試
験

①
試
験
期
日
、
場
所

▽
期
日
　
平
成
26
年
９
月
21
日（
日
）

▽
場
所
　
青
森
市
内
の
会
場

②
試
験
科
目

▽
教
養
試
験
　
40
題
／
２
時
間
　

　
社
会
、人
文
及
び
自
然
に
関
す
る

一
般
知
識
並
び
に
文
章
理
解
、判
断

推
理
、数
的
推
理
及
び
資
料
解
釈
に

関
す
る
一
般
知
能

▽
事
務
適
性
検
査
　
１
０
０
題
／

10
分
　
事
務
職
員
と
し
て
の
適
応

性
（
正
確
さ
、
迅
速
さ
等
の
作
業
能

力
）

▽
一
般
性
格
診
断
検
査
　
１
５
０

題
／
20
分
　
公
務
員
に
求
め
ら
れ

る
資
質（
よ
く
使
わ
れ
る
面
接
評
定

項
目
に
関
連
す
る
性
格
傾
向
）

▽
職
場
適
応
性
検
査
　
１
２
０
題

／
20
分
　
公
務
の
職
業
生
活
へ
の

適
応
性（
職
務
へ
の
対
応
や
対
人
関

係
に
関
連
す
る
性
格
傾
向
）

（
２
）
第
２
次
試
験
　
第
１
次
試
験

合
格
者
に
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

４
、
受
験
申
込
手
続

（
１
）
次
の
書
類
を
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
験
申
込
書（
総
務
課
で
配
布
又

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
印
刷
）

②
本
人
写
真
（
カ
ラ
ー
写
真
、
縦
４

ｃ
ｍ
×
横
３
ｃ
ｍ
程
度
）
　
２
枚

　
※
裏
面
に
試
験
職
種
と
氏
名
を

必
ず
記
入
し
、う
ち
１
枚
は
受
験
申

込
書
の
所
定
欄
に
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
。

（
２
）
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
及
び

申
込
先
　
〒
０
３
８
―
０
２
９
２

青
森
県
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大

鰐
字
羽
黒
館
５
―
３
　
大
鰐
町
役

場
　
総
務
課
　
職
員
採
用
試
験
係
宛

（
３
）
受
験
申
込
締
切
日
等

①
締
切
日
　
平
成
26
年
８
月
８
日

（
金
）

②
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
受
験
申

込
書
の
配
布
、受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
※
郵
送
に
よ
る
申
込
み
の
場
合

は
、締
切
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の

に
限
り
受
付
し
ま
す
。

５
、
合
格
通
知
等

　
第
１
次
試
験
、第
２
次
試
験
の
合

格
通
知
等
は
、後
日
郵
送
で
連
絡
し

ま
す
。

６
、
採
用

　
平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
条
件

附
採
用
と
し
、６
月
な
い
し
12
月
を

良
好
な
成
績
で
遂
行
し
た
と
き
は

正
式
採
用
と
し
ま
す
。

７
、
初
任
給

　
初
任
給
の
額
は
１
３
３
、０
９
５

円
程
度
で
す
。

　
※
前
記
の
額
は
、平
成
26
年
４
月

１
日
現
在
に
お
け
る
町
の
政
策
に

よ
る
減
額
措
置
後
の
も
の
で
、採
用

時
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

８
、
問
合
せ

〒
０
３
８
―
０
２
９
２
　
青
森
県

南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大
鰐
字
羽

黒
館
５
―
３
　
大
鰐
町
役
場
総
務

課
職
員
採
用
試
験
係

48
―
２
１

１
１
（
内
線
１
１
２
）

平
成
26
年
度
試
験
案
内

大
鰐
町
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　
【
初
級
行
政
職
】

●
総
務
課
だ
よ
り
①

入
国
警
備
官
採
用
試
験

▽
受
験
資
格

１
、
警
備
官

（
１
）平
成
26
年
４
月
１
日
に
お
い

て
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

及
び
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

見
込
み
の
方

（
２
）人
事
院
が
前
記
に
準
ず
る
と

認
め
る
方

２
、
警
備
官
（
社
会
人
）

　
昭
和
49
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
（
前
記
１
（
１
）
に
規
定

す
る
期
間
を
経
過
し
た
方
及
び
人

事
院
が
そ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
る

方
に
限
り
ま
す
）

▽
受
付
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　
７
月
22
日

（
火
）
９
時
～
７
月
31
日
（
木
）

・
郵
送
ま
た
は
持
参
　
７
月
22
日

（
火
）
～
７
月
25
日
（
金
）

　
※
で
き
る
だ
け
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
を
利
用
し
て
下
さ
い
。

▽
第
１
次
試
験
　
９
月
28
日（
日
）

▽
第
１
次
合
格
発
表
　
10
月
15
日

（
水
）▽
第
２
次
試
験
　
10
月
28
日

（
火
）
～
10
月
30
日
（
木
）

▽
最
終
合
格
発
表
　
11
月
25
日（
火
）

■
詳
し
く
は
　
法
務
省
仙
台
入
国

管
理
局
総
務
課

０
２
２
―
２
５

６
―
６
０
７
６
　
人
事
担
当
（
上

石
・
赤
井
・
加
藤
）

●
法
務
省
仙
台
入
国
管
理
局
だ
よ
り

■　県最低賃金総合相談支援センター・法務省・総務課だより　■
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１
、
募
集
人
員

▽
看
護
師･

･
･

２
名
程
度

２
、
受
験
資
格

（
１
）次
に
該
当
す
る
者
で
、活
字
印

刷
文
に
よ
る
出
題
に
対
応
で
き
る

者▽
資
格
　
現
に
資
格
を
有
す
る
者

で
、昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
の
者
。（
平
成
27
年
６
月
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
み
の
者
を
含
む
。）

（
２
）
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
条
項
の
う
ち
以
下
に
該

当
す
る
者

ア
、成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

イ
、
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ

の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な

る
ま
で
の
者

ウ
、大
鰐
町
の
職
員
と
し
て
懲
戒
免

職
の
処
分
を
受
け
、そ
の
処
分
の
日

か
ら
２
年
を
経
過
し
な
い
者

エ
、日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に

お
い
て
、日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下

に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊

す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の

他
の
団
体
を
結
成
し
、又
は
こ
れ
に

加
入
し
た
者

３
、
試
験
日
等

（
１
）
第
１
次
試
験

①
試
験
期
日
、
場
所

▽
期
日
　
平
成
26
年
９
月
21
日（
日
）

▽
場
所
　
青
森
市
内
の
会
場

②
試
験
科
目

▽
教
養
試
験
　
40
題
／
２
時
間

　
社
会
、人
文
及
び
自
然
に
関
す
る

一
般
知
識
並
び
に
文
章
理
解
、判
断

推
理
、数
的
推
理
及
び
資
料
解
釈
に

関
す
る
一
般
知
能

▽
専
門
試
験
（
看
護
師
）
　
40
題
／

２
時
間
　
基
礎
看
護
学
、在
宅
看
護

学
、成
人
看
護
学
、老
年
看
護
学
、小

児
看
護
学
、
母
性
看
護
学
、
精
神
看

護
学

▽
看
護
師
適
性
検
査
　
30
題
／
50

分
　
看
護
師
と
し
て
の
適
応
性（
資

質
、
能
力
及
び
対
人
関
係
）

（
２
）
第
２
次
試
験
　
第
１
次
試
験

合
格
者
に
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

４
、
受
験
申
込
手
続

（
１
）
次
の
書
類
を
総
務
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
験
申
込
書（
総
務
課
で
配
布
又

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
印
刷
）

②
本
人
写
真
（
カ
ラ
ー
写
真
、
縦
４

ｃ
ｍ
×
横
３
ｃ
ｍ
程
度
）
　
２
枚

　
※
裏
面
に
試
験
職
種
と
氏
名
を

必
ず
記
入
し
、う
ち
１
枚
は
受
験
申

込
書
の
所
定
欄
に
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
。

（
２
）
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
及
び

申
込
先
　
〒
０
３
８
―
０
２
９
２

青
森
県
南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大

鰐
字
羽
黒
館
５
―
３
　
大
鰐
町
役

場
　
総
務
課
　
職
員
採
用
試
験
係

宛（
３
）
受
験
申
込
締
切
日
等

①
締
切
日
　
平
成
26
年
８
月
８
日

（
金
）

②
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
受
験
申

込
書
の
配
布
、受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
※
郵
送
に
よ
る
申
込
み
の
場
合

は
、各
締
切
日
ま
で
に
到
着
し
た
も

の
に
限
り
受
付
し
ま
す
。

５
、
合
格
通
知
等

　
第
１
次
試
験
、第
２
次
試
験
の
合

格
通
知
等
は
、後
日
郵
送
で
連
絡
し

ま
す
。

６
、
採
用

　
平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
条
件

附
採
用
と
し
、６
月
な
い
し
12
月
を

良
好
な
成
績
で
遂
行
し
た
と
き
は

正
式
採
用
と
し
ま
す
。

７
、
初
任
給

　
初
任
給
の
額
は
、短
大
２
年
卒
で

１
６
９
、
６
７
０
円
、
短
大
３
年
卒

で
１
７
７
、
５
６
６
円
程
度
で
す
。

　
※
前
記
の
額
は
、平
成
26
年
４
月

１
日
現
在
に
お
け
る
町
の
政
策
に

よ
る
減
額
措
置
後
の
も
の
で
、学
歴

経
験
年
数
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。（
採

用
時
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
）

８
、
問
合
せ

〒
０
３
８
―
０
２
９
２
　
青
森
県

南
津
軽
郡
大
鰐
町
大
字
大
鰐
字
羽

黒
館
５
―
３
　
大
鰐
町
役
場
総
務

課
職
員
採
用
試
験
係

48
―
２
１

１
１
（
内
線
１
１
２
）

平
成
26
年
度
試
験
案
内

大
鰐
町
職
員
採
用
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　
【
看
護
師
】

●
総
務
課
だ
よ
り
②

中
小
企
業
者
向
け
最
低

賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ

無
料
相
談
に
つ
い
て

　
最
低
賃
金
の
引
上
げ
に
向

け
て
中
小
企
業
事
業
主
の
皆

さ
ま
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

最
低
賃
金
引
上
げ
を
行
う
に

は
、
生
産
方
法
や
販
売
方
法
を

改
善
し
て
売
上
げ
を
伸
ば
す

と
と
も
に
、
貸
金
・
労
働
時
間

制
度
、
安
全
衛
生
管
理
な
ど
の

見
直
し
も
必
要
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
中

小
企
業
事
業
主
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
経
営
、
労
務
管
理
の

課
題
を
明
ら
か
に
し
、
問
題
解

決
を
支
援
す
る
た
め
、
ワ
ン
・

ス
ト
ッ
プ
で
無
料
相
談
に
応

じ
る
場
を
全
国
に
設
け
て
い

ま
す
。

■
詳
し
く
は
　
ワ
ン
・
ス
ト
ッ

プ
無
料
相
談
の
窓
口
　
青
森

県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
　
〒
０
３
０
―
０

８
１
１
　
青
森
市
青
柳
２
―

２
―
６
（
青
森
県
労
働
基
準
協

会
内
）

０
１
７
―
７
７
７
―

４
６
８
６
　h

t
t
p
:
/
/

www8.ocn.ne.jp/~kijunkyo/

●
青
森
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り

●―――広報　おおわに・平成26年７月号―――●
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平成26年度の介護保険料が決定しました

■詳しくは　町役場保健福祉課介護保険係48-2111（内線313、314、315）

　※口座振替をご利用すると便利です！

保険料が金融機関から自動的に振り替えら

れるため、手間が省け、納め忘れもなくなり

ます。取扱い金融機関で、通帳届出印、通帳、

納付書を持参して「口座振替依頼書」に必要

事項を記入し、申し込みます。（口座振替の

開始は、申込みの翌月以降となりますのでご

注意ください。）

特別徴収　＝　年金から天引きされます。

【対象者】　年金が年額18万円以上の方

【納め方】　偶数月に支払われる年金から、介護保険料があらかじめ天引きされます。

普通徴収　＝　納付書で個別に納めます。

【対象者】　年金が年額18万円未満の方

【納め方】　納期ごとに町から送付された納付書をもって、指定の金融機関または町役場会計

　　　　　窓口で納めていただくか、口座振替によって納めていただきます。

　　　　　納期は７月（第１期）～翌年１月（第７期）となります。

●保健福祉課だより

●介護保険料を滞納すると（給付制限について）・・・

　介護保険料の納め忘れがありますと、介護サー

ビスを利用した際に、利用料をいったん全額支払

わなければいけなくなったり、負担割合が３割に

なったりするなどのペナルティが課せられる場

合がありますので、納め忘れのないようお願いい

たします。

　平成26年度の第１号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料額は、ご本人の平成25年中の所得や平

成26年度の町民税の課税状況によって決定します。なお、年度途中で65歳になった方や大鰐町に転

入した方の保険料額は、月割により計算します。

　介護保険料の決定通知書は７月初旬にお送りする予定ですので、届きましたらご確認ください。

　保険料の納め方は、年金から天引き（特別徴収）される場合と、納付書による納付（普通徴収）の

２つに分かれています。

■　行事予報・保健福祉課だより　■

●第１段階
生活保護受給者、又は老齢福祉年金受給者で

世帯全員が町民税非課税
･･･・34，800円

●第２段階
世帯全員が町民税非課税で、合計所得金額が

・・・・34，800円
80万円以下

●第３段階 世帯全員が町民税非課税で、第２段階以外の人 ･･･・52，200円

●第４段階 世帯課税で本人が町民税非課税 ･･･・69，600円

●第５段階
本人が町民税課税で、本人の前年の所得合計額

が190万円未満
･･･・87，000円

●第６段階
本人が町民税課税で、本人の前年の所得合計額

が190万円以上
･･･104，400円

【平成26年度の介護保険料年額】

　区分 対象者 保険料年額

　なお、ご不明な点などございましたら下記までお問い合わせください。
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●―――広報　おおわに・平成26年７月号―――●

行事予報
■天候等による日程の変更にご注意ください。７月

○羽黒神社宵宮

○早瀬野宵宮

○大鰐町長選挙投票日・大鰐財産区議員補欠選挙投票日　（午前７時から午後８時）

○宿川原・蔵館宵宮

○日の出・前田ノ沢宵宮

○駒木・三ツ目内宵宮

○八幡館・九十九森・元長峰・折紙・早瀬野宵宮

○森山・高野新田・虹貝・虹貝新田宵宮

○唐牛・駒ノ台・居土宵宮

○苦木・島田宵宮

○長峰宵宮

○大円寺宵宮　○温泉祈祷式

１日（火）

３日（木）

６日（日）

９日（水）

11日（金）

13日（日）

14日（月）

15日（火）

16日（水）

17日（木）

23日（水）

28日（月）

８月
○大鰐温泉ねぷたまつり合同運行（19時～／大鰐中学校～）

○大鰐町成人式（受付10時30分～／式典11時30分～／町総合福祉センター）

○灯篭流し（平川親水公園・19時～／※雨天の場合は19日に順延）

　１日(金)・３日（日）

９日(土)

  17日（日）

2014　大鰐温泉サマーフェスティバル
●７月18日（金）
　９：00～ グラウンドゴルフ大会／あじゃら常設グラウンドゴルフ場
　17：15～ オープニング　納涼ふぇあ＆ビアガーデン／平川親水公園
●７月19日（土）
　14：00～ リカー倶楽部の店／平川親水公園
　14：30～ 大鰐小学校マーチングバンド演奏／平川親水公園　
　15：30～ 大鰐中学校吹奏楽部演奏／平川親水公園
　19：15～ 親子野外映画デー＆ミニ花火大会／平川親水公園　
●７月20日（日）
　８：30～ 消防団玉落し競技会／平川親水公園
　 大鰐町長杯ジムニー・スーパークロス2014＆TBJあじゃらKID’Sフェスティバル／あじゃら高

原プラザ　
　９：00～ フリーマーケット／平川親水公園
　９：30～ 大鰐郵便局臨時出張所／平川親水公園
●７月21日（月）
　９：30～ 大鰐町長杯ゴルフコンペ／青森ロイヤルゴルフクラブ
●７月28日（月）
　20：00～ 温泉祈祷式／蔵館大湯会館
●８月１日（金）～７日（木）
　 大鰐温泉ねぷたまつり【合同運行日以外は自由運行】
　 合同運行１・３日　19：00～／審査１日（金）・表彰３日（日）／大鰐中学校⇒大鰐温泉駅⇒

手古奈通り⇒マルシチ前（審査会場）
●８月17日（日）
　19：00～ 灯篭流し／平川親水公園【雨天時順延は19日（火）】

■詳しくは　大鰐温泉サマーフェスティバル実行委員会（町役場企画観光課内事務局）48－2111

大鰐町長杯ゴルフコンペ

■申込みは　青森ロイヤルゴルフクラブ

48－5577

ＥＶＥＮＴ
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■　お知らせ　■



















































































































続登記無料相談会

青森市・弘前市・八戸市の３会場

で開催

面談及び電話相談

日時　平成26年８月３日（日）午

前10時から午後３時まで

場所　青森会場　青森県司法書

士会館２階会議室　〒030－0861

青森市長島三丁目５番16号

弘前会場　ヒロロ３階　多世代

交流室２　〒036－8003　弘前市

大字駅前町９－20

相談　面談相談：当日先着順（ご

予約は不要ですが、時間指定など

ご希望の方は受け付けます）　電

話相談：017－752－0440（青森

会場のみ対応）

主催　青森県司法書士会　なお、

相談は無料ですが具体的な手続

が必要になる場合には、別途費用

がかかりますので相談員にご確

認下さい。また、上記日時以外で

も青森県司法書士会総合相談セ

ンター（O120－940－230）へご連

絡いただけると相談のご案内や、

ご相談内容に応じたお近くの司

法書士の紹介を行っております。

■本件については　青森県司法

書士会　青森市長島3－5－16　

O17－776－8398

『みちのく・ふるさと貢献

基金』助成事業募集のお

知らせ

　公益財団法人みちのく・ふるさ

と貢献基金では、新興企業並びに

事業拡大を目指し新規事業参入

や開発・研究を行う県内の個人、

ＮＰＯ法人及び企業等に対し、必

要な費用を助成しています。

応募期間　平成2 6 年７月１日

（火）～９月30日（火）

応募方法　ホームページから申

請書をダウンロードし、必要事項

を記入して財団事務局へ送付し

てください。

助成金　必要経費の２分の１以

内で、300万円を限度とする。

■詳しくは　公益財団法人みち

のく・ふるさと貢献基金　事務局

017－774－1179　URL：http：//

www.michinoku-furusato.or.jp

オープンキャンパスに参

加してみませんか？

　国立宮古海上技術短期大学校

オープンキャンパス日時をお知

らせします。

体験型　７月26日（土）・９月６日

（土）

選抜区分　ＡＯ入試、自己推薦入

試、一般入試、共通選抜入試（多種

多様の選抜方法がございますの

で、資料請求など詳しくは下記へ

お問い合わせ下さい。）

■詳しくは　〒027－0024　岩手

県宮古市磯鶏2－5－10　国立宮

古海上技術短期大学校　教務課

O193－62－5316

「あおもり中高年就職支

援センター」のご案内

　45歳以上の就職を希望する方

を対象に、キャリアカウンセリン

グや再就職支援セミナーを行い

ます。

【キャリアカウンセリング】

●青森：毎週月・水●弘前：毎週

火・木●八戸：毎週水・金

いずれも13：00～15：00

（原則予約制１人１時間程度）

※利用無料　※カウンセリング

の開催場所や、再就職セミナーの

開催予定など、下記までお問い合

わせください。

■詳しくは　あおもり中高年就

保健福祉課からのお

知らせ

　臨時福祉給付金（簡素な給

付措置）」や「子育て世帯臨時

特例給付金」の“振り込め詐

欺”や“個人情報の詐取”にご

注意ください。

■大鰐町役場保健福祉課

職支援センター　青森市長島二

丁目13－1　ＡＱＵＡ青森スク

エア6F　017－715－5816

経済センサス・商業統計

調査の調査票の回収にご

協力を

　調査票の提出はお済みでしょ

うか。調査員が回収にお伺いし

た際にはご協力をお願いします。

■詳しくは　町役場企画観光課

48－2111内線236（原子）

ふるさと自慢わがまちＣ

Ｍ大賞出品作品の制作者

を募集します

　町では、「第14回ふるさと自慢

わがまちＣＭ大賞」に出品する

作品の制作者を募集します。

（制作費用として上限15万円の

補助予定有り。応募は大鰐町在

住者に限る）

応募締切　平成26年７月18日必

着。任意の企画書（Ａ４）に、氏

名・年齢・職業・住所・連絡先電話

番号を明記し、町役場企画観光

課まで提出してください。

　応募する企画書の作品内容は

制作者によるオリジナル作品で

あること。また、応募者多数の

場合は企画書を審査して決定通

知します。企画書は返却しません。

■詳しくは　町役場企画観光課

48－2111内線235
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●―――広報　おおわに・平成26年７月号―――●

平成26年大鰐町成人式に

ついてお知らせします

開催日　平成26年８月９日（土）

会場　大鰐町総合福祉センター

３階集会室

時間　受付10:30～11:20／式典

11:30～11:45／記念撮影11:45～

12:00／懇談会12:00～13:30

対象者　平成６年４月２日～平

成７年４月１日生まれの方

■詳しくは　町中央公民館48

－3201（三浦）

第10回大鰐町長寿福祉祭

　平成26年９月５日（金）大鰐町

総合福祉センターで「第10回大鰐

町長寿福祉祭」を開催致します。

　この席上で金婚ご夫婦を顕彰

いたします。

　本年度は、大鰐町役場に婚姻届

を提出したのが昭和39年のご夫

婦が対象となります。対象者の

ご夫婦の方は、平成26年８月９日

(土)までに戸籍謄本を下記にご

持参の上お申し込み下さい。

■申し込み・問い合わせは

大鰐町社会福祉協議会 4 7 －

5151（事務局：田中・出町）　大鰐

町大字蔵館字川原田37－６

大鰐町幼稚園就園奨励費

補助金についてのお知ら

せ《幼稚園児保護者の皆様へ》

　町では、学校教育法に基づいた

幼稚園に就園している児童に対

して「就園奨励費補助事業」を行

なっています。

　申請手続きは幼稚園を通して

行なわれ、各家庭の所得に応じ

て一人当たり年額62,200円から

308,000円保育料が減額されま

す。また、今年度より第２子及び

第３子以降の世帯について所得

制限を撤廃するなど、条件が変

更になっています。

■詳しくは　町教育委員会　学

務生涯学習課48－3201（小林）、

又は就園している幼稚園へ直接

お問い合わせください。

町民卓球大会開催のお知

らせ

　第34回大鰐町町民卓球大会を

次の通り開催いたします。今年

もピンポンの部を開設しました

ので、奮ってご参加下さい。

日時　７月20日（日）

開会式　９時00分

試合開始　９時15分

会場　大鰐中学校体育館

種目　団体戦（１チーム：３～５名

迄）　個人戦（一般男子の部、一般

女子の部、ピンポンの部）

参加料　団体戦は一人1,000円、

個人戦は一人500円

・中学生以下は無料

・参加料は当日徴収します。

・昼食を参加賞として支給しま

す。

　申込締切り７月11日（金）17時

必着。電話またはFAXで下記まで。

■お問い合わせ・お申し込みは

大鰐卓球協会事務局　坂本真一

48－2251・FAX48－2290

新規高等学校卒業予定者

を対象とした求人の早期

申込みを！

　弘前公共職業安定所では、平成

27年３月に高校を卒業する生徒

を対象とした求人申込みの受付

を、６月20日から開始しています。

　新規高等学校卒業予定者の地

元雇用の促進と、各企業において

は優秀な人材の早期確保のため、

求人の早期申込みをお願いします。

■お問い合わせ・受付先

弘前公共職業安定所　求人企画

部門38－8609（内線31＃）

「津軽の名人・達人」ふれあ

いまつり開催のおしらせ

　「津軽の名人・達人」がヒロロに

集結匠の技が冴える！

　津軽広域連合では、生涯学習の

指導者や地域の伝統文化・技術な

どの技能者である「津軽の名人・

達人」が技能発表、作品の展示・実

演を披露する“ふれあいまつり”

を開催します。

　ステージイベント当日は、ゆる

キャラも応援に来てくれます。

みなさん、ご近所ご家族お誘い合

わせのうえ是非お越しください。

○開催場所　ヒロロスクエア　

イべントスペース

弘前市大字駅前町９番地20　ヒ

ロロ３階

○日時

ア.展示・体験イベント

平成2 6年８月９日（土）～1 0日

（日）午前10時～午後４時

イ.ステージ（技能発表）イベント

平成26年８月10日（日）午後１時

～午後４時

■問い合わせは　津軽広域連合「津

軽の名人・達人」ふれあいまつり係

〒036－8003　弘前市大字駅前町９

番地20　31－1201　ホームペー

ジhttp：//tsugarukoiki.jp/

８月３日司法書士の日相

■
７
月
は
、
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）・
都
市
計
画
税
２
期
、
国
民
健
康
保
険
税
１
期
の
納
期
で
す
。
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イ
ン


０
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０
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４
―
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暮
ら
し
の
情
報
【
消
費
者
か
ら
の
相
談
事
例
】

大鰐町の人口と世帯数

平成26年５月末日現在

　　人  口　　　10,665人

前月比 （－27）

    　　男　　　4,912人

    　　女　　　5,753人

    世帯数    4,274世帯

前月比 　（－２）

■
５
月
受
付
分

【地区・折紙】

山中勇飛・優香さんの子

みお

澪ちゃん

（平成26年６月23日生まれ）

お
子
さ
ん
（
父
ま
た
は
母
）
地
区
名

お
誕
生
お
め
で
と
う

幸
　
山
　
　
誠
　
（
72
歳
）
高
野
新
田

大
　
湯
　
米
太
郎
（
81
歳
）
元
長
峰

さ

や

三
　
浦
　
佐
　
綾
（
女
・
政
宣
）
大
鰐
10

こ

と

野
　
中
　
香
　
都
（
女
・
統
磨
）
宿
川
原

お
う

が

髙
　
杉
　
桜
　
雅
（
男
・
修
一
）
元
長
峰

は
る

た

山
　
内
　
陽
　
太
（
男
・
光
弘
）
虹
貝
新
田

さ

か

木
　
田
　
桜
　
翔
（
男
・
昌
彦
）
三
ツ
目
内

ら
い

じ

鳴
　
海
　
禮
　
芯
（
男
・
耕
太
郎
）
居
土

はじめまして！みおです。

毎日いっぱい食べて、お姉ちゃんと

いっぱい遊んで、いっぱい笑っています！

先月、たっちできるようになりました。
A A

早くお姉ちゃんとててを繋いで、

お散歩したいなぁ♪

●―――広報　おおわに・平成26年７月号―――●

お
く
や
み
も
う
し
ま
す

亡
く
な
っ
た
人
（
年
齢
）
地
区
名

林
　
　
　
朋
　
衛
（
78
歳
）
大
鰐
７
Ａ

山
　
谷
　
富
貴
子
（
81
歳
）
大
鰐
10

山
　
内
　
　
修
　
（
64
歳
）
虹
貝
新
田

佐
々
木
　
正
　
男
（
83
歳
）
九
十
九
森

松
　
田
　
ノ
　
リ
（
91
歳
）
大
鰐
７
Ａ

伊
　
藤
　
兼
　
雄
（
82
歳
）
蔵
館
８

下
　
山
　
年
　
雄
（
100
歳
）
折
紙

水
　
木
　
節
　
雄
（
89
歳
）
元
長
峰

木
　
村
　
正
　
義
（
73
歳
）
宿
川
原

外
　
崎
　
き
　
ぬ
（
88
歳
）
唐
牛

齊
　
藤
　
京
　
子
（
84
歳
）
宿
川
原

こまったとき、

悩んだときは

消費生活のご相談は

無
料
の
商
品
で
人
集
め
を
し
て
い
る
業

者
に
注
意
!!

■
事
例

　
不
審
な
業
者
が
広
告
を
投
げ
込
み
、無
料
の
商
品

を
あ
げ
る
と
言
っ
て
高
齢
者
を
集
め
、何
か
を
販
売

し
て
い
る
よ
う
だ
。
午
前
と
午
後
に
分
け
て
販
売

会
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で
、午
前
の
部
で
は
８
名
の

高
齢
者
が
参
加
し
、「
コ
ル
セ
ッ
ト
や
サ
ポ
ー
タ
ー

な
ど
を
無
料
で
あ
げ
る
の
で
、午
後
の
部
も
参
加
し

な
い
か
」と
誘
わ
れ
た
。
業
者
の
車
で
会
場
に
連
れ

て
行
か
れ
た
り
、高
額
な
商
品
を
買
わ
さ
れ
た
人
も

い
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
詐
欺
業
者
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
内
70
代
女
性
）

■
ア
ド
バ
イ
ス

　
仮
の
店
舗
や
民
家
の
１
室
に
高
齢
者
ら
を
集
め
、

タ
ダ
同
然
で
生
活
用
品
な
ど
を
配
り
、楽
し
い
雰
囲

気
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、気
分
を
高
揚
さ
せ
た
と
こ

ろ
で
最
後
に
高
額
な
商
品
を
販
売
す
る
方
法
は
、Ｓ

Ｆ
商
法
（
催
眠
商
法
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｆ
商
法
で
契
約
を
し
た
場
合
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
可
能
で
す
。
困
っ
た
時
は
早
め
に
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
相
談
し
て
下
さ
い
。


